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と比 較 して 術者 の 被曝線量 は 約 6 倍 と高 線 量 で あ っ た が，装置

防 護 を施 す こ と に よ っ て 頭部や腹部IVR と「司程度の 線量 に低減 し

た．これ らの 量VRl 件当 りの術者の被曝線量 を基 に 算出 した，
ICRPI990 年勧告 にお け る実 効線量 当量限度以 下 で 行 える週当り

の 最大件数 は ，平均モ デ ル ，最大 モ デ ル とも 1 回以下 と推定さ

れ，年2〔  Sv を越えて しま う結果 に な っ た．しか し，装 置 側 の 防

護 を施 行 す る こ と に よ り， 週当 りの 件数は ，約 14倍 と な り平均 モ

デ ル で 5 〜10件 と推定 され た，

　IVR 　1 件当りの 患者被曝線量をFig，2に示す．患者被被曝線量

は 平均 でO −53Gy ，最大で 2．72Gy とな り，血 管系IVR と比較 して，
約 113で あ っ た，

【目 的】診 断 領域 の X 線 に対する 患者被曝線量を解析する基礎的な研究の
一

環 と して，わ れ わ れ は 実効 エ ネル ギーが推定 で きる

ガ ラ ス 線量 計の 応用 に つ い て 検討 して きた．今回，非血 管系IVR に おける患者 と術者の 被曝線量を推 定 し，術 者の 被曝線量低

減 に つ い て 検討 を行 っ た ，

【方法】（D1997年 8 月 か ら 10月に 施行 され たPTCD ，内視鏡的 ドレナ ージ，内視鏡を用 い た胆石除去術 な どの IVR33 件の 照 射

条件 を調査 し，各撮影室に お け る照射条件の 平均 モ デ ル と最大モ デ ル を 算出 した．（2）血管撮影室 の 空間散乱線量分布と散乱

線 の 実効エ ネル ギ
ー
，お よ び撮影 ・透視 にお け る

一
次線量 と実効 エ ネル ギ

ー
を測定した，測定装置 は，線量計（Radocon500 ），

低 エ ネル ギ ー
用 シ ャ ロ ー

型電離箱，ガ ラ ス 線量 計 （東芝硝子 SC−1），電離箱 サーベ イ メ
ー

タ
ー

（Aloka　ICS −301 ）を用 い た．（3）
術者の 被曝低減策と して，管球か らの 散乱線除去用 と して 鉛 シー

ツ を装

置側防護 と して 設 置 し，こ れ ら効果 を調べ る ため に ，含鉛 メ ガ ネ，甲状　　　　　
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腺 プ ロ テ ク タ ，鉛 エ プ ロ ン に よる 術者防護 の み の 場 合 と装 置側防護 を追　　　　　　　　
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加 した場合 とで術 者の 被曝線量を比較 した．　　　　　　　　　　　　　　 娼影室Atg
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【結 果】照 射条件の 調査結果をTable　lに 示す．血 管系IVR と比較 して，透

視時間は 頭部や胸部 IVR と同 程度で あ り，照射回数 は 約 1120と減少 し　　　　鍛膨童B
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た ．散総 量分布 の 齣 は．購 な形状 を示 した，儲 の 立 つ 位置 に お 　 　 　 　
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け る散乱線量率 は，血管系IVR よ り高線量率 で
， 最大 で 6 倍 で あ っ た，　　　　　 nli ｛R ｝’mNon 　te （n ・iapl ” （”）

　IVR　1件当りの 術者被曝線量 をFig，1に 示す，術者防護 に装 置防護 を施　　　Table　 1　 平均モ デル と最大 モ デル の 照 射 条件

行 した場合，両撮影室 と も約 1！13に低減 した．また，血 管系IVR

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 爾看防餓のみ の 場 合　　　　　　装置 防 臨 行の 場 合

【まとめ】散乱線量分布の傾 向は，同等な 形状を示 し，撮影室 間 で の 差は

認 め られ なか っ た．術 者 の 立 つ 位 置 に お け る 散乱 線 量 率 は，血 管系IVR

よ り高線 量 率 で，最大で 6 倍 と なり， 術者の 被曝線 量 も血 管系IVR の 約

6倍 で あっ た．線量当量限度以 下 時 に おけ る週 当 りの 検査回数は 1 回以

下 が 限 度 と推定 され た．今回設置した装置側 の 防護を施行す る こ とに よ

り，1週間当 りの 最大件数 は，約13倍増加 し，装置側防護 の 有用性が確

認 され た．患者の 被曝線量は，最大 で 2．72Gy で あ り，血管系IVR に比 べ

約 1／3で あ っ た ．
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Fig、1　 非 血 管系 IVR の 術者被曝線 t
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Fig．2　 血 管系 IVR の 磁者敏曝線量
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